
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各 中学校⾧様 
                               姫路地区専門学校協議会 
                                   会⾧ 中農一也 
 平素は姫路地区専門学校の活動に関しまして、ご理解とご協力を賜りまして、誠にありがとう
ございます。 
 第 1 回キャリアデザインプログラム「もぉ！ＩＰＰＯ」のご報告をさせていただきます。 
 
１ スケジュール 

開 会  開会挨拶  姫路地区専門学校協議会 中農一也会⾧（日本工科大学校） 
第１部 中学生による発表（60 分） 

     テーマ 『トライやるウィークで感じたこと』  
     発表校  姫路市立飾磨東中学校 光川虹奈さん・中里友哉君・土居晋一郎先生 
          姫路市立広嶺中学校  山下到也君・岡本琉雅君・小寺泰誠君 
                     前田蓮晋君・曽根啓介先生 

第２部 ディスカッション（30 分） 
     テーマ 『発表を聞いて、働くということについて改めて感じたこと』 
     参加者  内藤正芳様（建設業協会姫路支部事務局⾧） 
          南條誠様（社会福祉法人あいおい福祉会常務理事） 
          立脇寛基様（兵庫県自動車整備協会姫路事務所⾧） 
          宗行好信様・宗行理奈様（社会福祉法人安室理事⾧ 安室保育園⾧） 
          小林寛樹様（宮野医療機器株式会社） 
          寺坂順子様（ジブラルタ生命保険株式会社）           

閉会  閉会挨拶  姫路地区専門学校協議会 前田真吾（姫路福祉保育専門学校）   
 
 
 
 

２ 参加者の感想 



 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めちゃくちゃ緊張して頭から言うことがぶっとびそうだったけど、言えてよかった。将来のことについ
てたくさん考えられたので、参加して正解だったと思った。
他の中学校の人たちの話も聞けて、その場所によって大変なことや楽しいことは違うけれど、「人の役
に立っている」という面では共通していると感じた。ディスカッションでは、いろいろな人から、仕事
を選んだきっかけを聞き、気持ちの持ちようについてもわかったので、生かしていきたい。
トライやるウイークに行くことで将来の職業は決定しないものの、職業選択の一つのヒントを得られた
と思った。ディスカッションで、後悔したことなどを聞けて、やっぱり勉強は大事だし、一生懸命やり
遂げることが大事だと教わった。
この会に参加していろんなことに気づけた。仕事とは何のためにするかという大切なことを改めて知っ
た。みなさんにいろいろなことを教えてもらい、最終的にはすべてはつながっているということが分
かった。
他校の学生や大学生のみなさんと発表やディスカッションを行うことで、コミュニケーションを取れた
り、進路のことやトライやるウイークで学んだことなどを深め合うことができてよかったと思う。NO
RAIN、NO RAINBOWのように挑戦していきたい。
他の中学校の方々のトライやるウイークを通して学んだことを聞けて、良い経験になった。

中学生

中学生の率直な意見が聞けた。グループディスカッションでも中学生の将来の夢など話していただき、
勉強になった。次回も楽しみにしている。
中学生の生の声を聴けて、専門学校生の考えも聞けて、貴重な時間となった。少子化でさまざまな業界
が人材不足に苦労している中、若い世代にかける期待が大きいため、今後さらにこの取り組みが広がる
ことを願っている。
中学生の話を聞いて、トライやるウイークで様々なことを学んでいると感じた。社会に出ると様々な職
種業種があると思うので、学生の間にたくさんのことを経験していってほしいと思う。
非常に良い企画と思う。学生にとって今後につながると思う。さらにたくさんの募集があればもっと良
くなると思う。
中学生がとてもしっかり意見を述べていたのに驚いた。トライやるウイークで整骨院にいった人が、仕
事とは、商売とは、物を売ることではなく技術を提供することであると気づかれて、素晴らしいと思っ
た。私もそのような考えで仕事をしている。とても勉強になった。

企業

堂々とした発表で感動した。唐突な質問などにもしっかりと受け答えができていてすごいなと思った。
私自身気持ちを新たに頑張ろうと思った。
初めての経験で自分の役わりもあり、とても楽しく貴重な経験ができた。
２部から自由に話せる場があり、とてもよいと感じた。もう少し話す内容に焦点をあてられるようにす
るために、話題を少し細かく設定すればよりよくできると思った。
自分が中学生の時に行ったトライやるウイークを思い出した。来年の就職活動頑張ろうと思った。

専門学校生

中学生の感想が想像以上だった。トライやるウイークの意義を感じた。
トライやるウイーク後、校内での発表で終わるところが、多くの方の前で発表することができ、より大
きな学びをえりことができた。他の中学校の生徒と交流でき、刺激を受けたようだ。
トライやるウイーク後の、各々の感想が聞けて良かった。初対面の人の前で発表したり、ディスカッシ
ョンの経験ができたりして、これから先の役に立つ一日になった。しいて言うならもっとたくさんの中
学校が参加し、感想を聞いてみたいと思った。

教員



 



 



３ 本事業に込めた姫路地区専門学校協議会の思い 

 『トライやるウィーク』プログラムは歴史も⾧く、職業選択に繋がっている実績があり、中学
生にとって、とても有意義な事業であると思っています。 
 中学校の先生方も時間をかけて尽力されており、キャリア形成に多大な成果を収められている
『トライやるウィーク』で得た経験を他校の生徒と共有し合い、さらに深める機会があれば一層
の効果を発揮されると考えました。 
 そこで、私たち姫路地区専門学校協議会の 13 校は、専門学校の持つ専門性を活かし、キャリア
形成の一助となるべく本事業を企画しました。その思いを込めて事業名称も『もぉ！ＩＰＰＯ』
としました。 
 
【期待できる効果】 
『トライやるウィーク』での経験の共有・・・①同世代との意見交流と意見交換   

②多彩の人たちとの交流と意見交換 
  (効果) 

（1）自分の考えがまとまる。 → 考えを深めるきっかけを得る。 
(2) 自分の考えがさらに深まる。 → その時には気づけなかった自分の考えに気づくこと

ができる。  
（3）新しく出会うことの楽しさを知る。 → 新しい考え方に出会える。 

新しい出会いへの積極性が高まる  
  
４ もぉ！ＩＰＰＯ キャリアデザイン サポートプログラムのご紹介 

 

 全校単位、学年単位等でのセミナーを開催しています。 
  詳細をお聞きになりたい学校様は、お気軽にお問い合わせください。 
    （パワーポイント資料のシート１０～１４は、セミナー用資料の一部です） 
  問い合わせ先：姫路福祉保育専門学校 担当 柳・藤田 TEL   

０７９-２８１-０５５５ MAIL bunka@himefuku.ac.jp 
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≪姫路地区専門学校協議会≫ 




